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2) William Frank1in Willoughb仏アメリカ行政学史上ホワイトとならび称される行耽芋者。





54 (54) 第 103巻第1号
1918年「行政調査研究所 (Institutefor Governmental Research) J から出版さ
























3) Willoughby 目~e Problem 01 a National Budget， 1918， pp. 3-4 






















(fixed charge)ぺ③経常支出 (currentexpenditure) の三項目に分類する。 (5)
支出の対象 (object)による分類;原料購入・俸給支払いなど政府支出の対象
に従って分類する。
4) Ib~d. ， p. 6 
5) Thid_. p_ 9 
6) 圃定的経費に含まれるのは負債利子j 年金a政府の下叡単位への補助金等である。これらは過
去の府政によって作り問ぎれた強制的な負担であるとされる。 (Ibid.，pp. 13-14.) 
























7) Ibid.， p. 11 





W. F. Willoughbyの予算制度改革論 (57) 57 

























9) WlJloughby. op叫.p. 17 
10) Ibid.. pp. 17-18 


























12) ]bid.， pp. 23-24 
13) Ibid. pp. 30-31 


























14) Ibid.. pp_ 29-30 
15) Ibid.. p. 31 
16) Ibid.. p_ 32 


























17) Ibid.> pp. 34-35 
W， F， Willoughbyの干算制度改革論 (61) 61 
は当時本質的に異なる二つの機能を果していた。それらは. (1)議会が代表する
市民の権利・義務を規定する一般法 (generallaw)の議決と制定を行うこと. (2) 

























19) Ibid" p 40 
20) Ibid，. p， 39 
21) Ibid.， pp. 39-40 
62 (62) 第 103巻第l号
ある。」町
この場合，立法部に残される機能は執政部に対する「強力な道徳的牽制 (mo-























22) Ibir1" pp. 41-42 
23) Ioid.， p. 42 


























での国防省再編，徴兵条件の変更 thecourt of com皿erceの廃止等を内容としていた。多く
の議員の酷しし、反対を押し切ヲてこの歳出予算案は両院を強行通過し，大統領のもとに世耐され
た。大統領は法樟成立を阻むために歳出予草案全体を拒否しj その結果!最終調整を行う闇，政
原fi習指は現行子草で続行されたのである。 (Ibzd.，p. 108.) 
26) Ibid.， pp. 109-110 
27) Ibid.， p. lU~ 
28) Ib~d. ， pp. 110-111 






























Ibid.. p. 111 
Ibid.. pp. 105-106 
Ibid.， p. 115 
し、た。
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32) lbid.. p. 119 
33) lb~d.. pp. 48-49 






















N 特殊予算 (subsidiarybudg叫:) ~.採用
ウィロピーの第四の論点は， I特殊予算」の採用という注目すべき構想に係
わるものである。とれは今世紀初頭上り急速に増大しつつあった次のような政
35) J，る i.p. 51 
36) Ibid.， pp. 50-51 
37) lbid.， pp. 12~-12日
38) Willoughby“Budget as An Instrument of Political Reform"， Academγof Political 
SciI!H'/.f.沼. 1918， VoL 8， p_ 62 
W. F. Willoughbyの予算制度改革論 (67) 67 
府業務に対処しよう1:1るものである。
(1) i産業的性格を持ち，所得を生み出す性格を持つ」業務。例えば郵便，パ
ナマ運河， アヲ λ カ土木委員会(アヲメカにお吋る鉄道網の建設と経営を委任され





ます増大する勢にあった。 (2)公有地 (public domain) の管理と開発を目的とす
る業務。例えば， General Land Of五ce，the Reclamation Service， the Forest 
O伍ce，the National Park Service等。 (3)政府の大規模な一般供給業務及び
施設を製造する業務。例えば，政府印刷局 (theGovernment Pnnting 0晶ce)• 
印刷製版局 (theBureau of Engraving and Printing)， the 0血ce'of SupervIsing， 









それらの諸業務を管理する特殊会社 (subs凶 arycoporation)を設立すること l
を提案する。彼は次のように述べている。 i本来，これは各々の業務が法的・
行政的・財政的自治権を賦与されることを意味する。各A はその創設を規定し，
39) . Willoughby， op. cit.， p. 78 
40) Ibid.， pp. 77-79 


















産勘定と運用勘定(proprietaryas well as operating accountS). 貸借対照表，及





41) この結果「各々 は公共企業体 (pubJic corpor.叫ion)の全て¢性格を持つであろう固J (Ibid.， 
pp. 76-77.) 
42) Jbid， p. l:¥U 
43) Ibid.. pp. 86-90 
44) lbid.， P 出
45) nid" p. 85 


























46) Ibid.， p_ 77 
47) Ib柑 p.90 
48) Ibid.， pp. 90-91 

























49) lbid.. p. 79 
50) Ibid.， p. 84 
51) Ibid.， pp. 85-86 
52) Ibid.. p. 86 

























53) Ibid.， p. 87 
54) Ibid.， pp. 88-8θ 
72 (72) 第 103巻第1号
第一点は，予算の機揺の積極的評価に関するものである。すなわち，彼の改
革論における，財務行政を統轄する主要な道具としての予算，及び政府活動の
建設的な事業プログラムとしての子算と U寸予算の位置づけは，管理の道具と
しての予算の有効性と予算の国民経済的意義を強調する現代的な子算論の蔚芽
とも言うべきものであり，きわめて注目に値するu 以上のことは第三に，この
道具，プログラム壱管理・執行する主体としての執政部及び行政部門の権限強
化の傾向と結びっく。この点は予算編成権の所在，歳出法と関連す一法決定権の
所在及び「充当項目間での移転制度JI割り当て制度」に関する論議の中で明白
になったととである。第三点、は，予算に関する議会の権限の形式化の傾向であ
る。ウィロピーの改革論の顕著な特徴の一つは，議会の権限が総じて報告にも
とづく監督に集約されてゆ〈点にある。第四点は，古典的な予算原則の修正に
係わるものである。彼の「特殊予算Jの構想は，従来の総額予算の原則に代わ
る純額予算の原則，複式予算制度の導入を主張するものとして予算制度論上画
期的意義壱持つものではなかろうか。最後に第五点として，彼の全体系を貫く
機能主義に関するものである。己の点は財務行政の夫々の権隈の再配置を推し
進める際の中心的思考方法であった。政府活動の機能別分割と総合にもとづく
経費の分類，行政機構の再編成，議会における委員会組織は彼の改革論の支柱
と言うべきものである。そしてこの機能主義にもとづく情報管理は政府部門へ
のコスト概念の導入によって補強され，政策決定，経費節約，能率向上の中心
的手段として評価されているのである。
以上でウィロビーの予算制度改革論の特徴点の摘出を終わる。私達は1900代
年初頭の彼の所論の中に，現代的予算制度改革論を貫く基本思想が既に明瞭に
形成されている事実を確認しうるであろう。しかし彼の改革論の性格をより徹
底的に究明するためには，彼の活動の土壌となった19∞牛代初頭のアメリカ財
政の現実とそのもとで展開される財政制度改革運動の理論と実践の検討を踏ま
えねばならないロこの点は次稿の課題である n
